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第 6回 プログラミングシンポジウム報告集

正  誤  表

A2. 東 京 オ リンピツクに 使わ れ た リアルタイム・システムに つ い て

竹 下   亨

頁 正

A―-9
~Fか

ら17

A-9 下から 8

A―‐10 下から 5

A-11 左  下

A-11 右  下

140u型印刷装置・

穿孔 16o桁 /分

148字 /分

C)○

○ ○

○ ○

1400型印刷装置

穿孔 ■60桁∠1型L

14.8字/秒
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Ｏ
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ハ
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、
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／
σ

○  ○

○  ○

○○

B

テ ンタイブ

1443
(A)

■443

(A

■443

(A)

テンタィプ

行 誤

1443

(A)

1443
(A)

1443

(C,D)

R(C,D

(C,D)

(C,D)
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頁

A―‐12 例

正

# 01 01 F HA

# 01 01 F HA

「

~~~~~~~~

「

≒

#01 01FHA

#0101FHA

09463101

09463101

f・ 国別 メダル獲得表

1

9463 101

0946 3 101

3国 別 メグル獲得表

A-18

″

″

A-20

〃

A-25

Ar2 9

A一・34

′

↓6

↓7

↓8

↑3

■5。1図

↓18

↓8

↓10

↑3

A―■3 下から 4

A3.ィ ンフオメーシヨン・ リトリーバルの展望

関 根 智 明 ,昆 野 誠 司

頁 正

いつた意味 を

をわが国

蓄積

蓄積

二次情報 のフアイル

“AlSO See"

シソーラスの不備

1つずつ

2
χ

いつて意味 を

がわが国

蓄績

著積

二次情報 のフアイル

“Alsosee"

シソ.「 7■不備

■ずつ

x2

行 誤

行 誤
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行 誤

A6し 計算制御 について の二 ,三 の考察

頁

A―-6 下 5

田 中   明

不明確 な

)OFf―lineであるか,間接的に
｀

口)On― liner(rも ,(1■rect oon・lmЮl

約・9600万 円/台

予想受註台数

対象機種は夫々次の ものである。

Set point

Tran sm■ tter

比例 ゲイン

第 3図

Bayou

Ammon■ a

R eFinery

Alkylbenzen≦≧

Potentlometer

Fa■ l ure

Valve Posit■ on Signal

(Strean Pipe)

シスニ生5台 の

平 均  ~~ 十~ 11

計算機        (合 計)

平  均        20

避幸2.8

計算幾シげム =計算機本体
+周辺装置

=信1警:部+入出力部 )

+設定・表示・変換

発信部 )

各号機の本体につい

不的確 な

イ)O ff-li neが間接的に

口)on―limで もdirect αntrol

約 9600万 /台

予想受註数

対象機種 は夫々次の ものがある。

Setpoint

〃

l:Tro,smitter

積 分 グ イン

第 3表

ByOu _

Amm On■ c

(re fu nery)

Alkylbenzen

Potentimeter
・FailuerI

valve Pos■ t■ on signal

(Stream Pise)

正

A-69

A"-72

A-73

〃

A-74

下 16

下 15

_L 16

下 2

上 3

第 2図 a)

第 2図 b)

〃 c)

下 3

下 1

(項目1)

(〃 2)

(〃 3)

(〃 4

(:ク 6)

下 9

第 3図 a)

下 7

第 3表

A-7

A-7

A=7

A―-7

A-7

A―-7

A―-8

5

6

〃

　

二
　

　

〃

計算機 システム 5台 の

平均  一―  一―  (11)

計算撃         20
† η

940   _
―一 一 ==9只
335 ・ ~～″

A―・8 上  1 66 t/c2v1
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頁

欄
一一̈
■
一
暉
＝
「
１‥―――‥―‐
‐‐‐‐‐‐‐‐‐　
一
一ザ
‘　
　
　
．
■１

．
　

‐
　

，

A一‐80

A―・80

A-80

A―‐82

A-88

〃

A―・76

A「 T‐77

A―"81

A・‐33

上 6

下 12

上 2

上 4

下 7

下 3

(項目4)

下 1■

第 4表

上 2

e ng

表中,2号 ,5号機のR,τ に見

MT BFは よくなる 。

入出力部 を含んでい ない。

,夫 々下の様 になる .

(前者では

fillering

MonStan t

FunCtions Of tow“ ―

、缶hr)

h)故障間の損失金額

dolnugg・ ng

(左記を削除 )

稼動率は よくなる。

入出力部及び周辺装置を含んでいない.

,計算部のみのrは大々下の様になる。

(た とえば前者 では

Fil tering

_.MOnsanit    ヽ1    ..、・1.. ・ ′:セ
ニ‐.:「  l.111 11  .1, `

funCtion oF two‐ 一

(姦んr)

h)故障中のプラント損失金額 .

和 」夫

五次・郎

この節 の二重の string quate
は全 て `又は

rに
する .

1,2,0・ :・・・̈・, 滉

|<liS・じギ,<li stl>を付加する 。

4b95通 タ

Bl.ALGOLの 入出力実 行命令 について

頁

“

)理論値

■又は "

島

田

牛

有

B―-2

卜4

B-3

B-3

B-3

B‐-18

T'13

1§ 3

上 5

上 2

上 1■

第 6図

4096〕層:シ

右端の線

| :`:l l

行 誤

多 言==1

行 誤

|
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行 誤

B5. コ ン パ イ ラ

頁

B-60

B¬64

B-68

B卜91

B―‐9■

下 2

上 8

上 4

上 1

1上 12

Cl..数値解析 を行 うプ ログラム

ンコー ドとか つフアイル

untin π do

SEGMENT LIMT

∠=|″+(3+7)*Q5

JNE Zl

(3)同 数項 をまとめる

……Opera to■ 1を ……

OperatOr l,1を うな面 _L―‐‐――

は Operator l にかえる.

CommoAChf 7 5,349-355

JoACM 10。 4,5()7--520

Pro c′ Fall Joint Comp.Con f。

Auわmau‐O De五 nat"Ettluaim

COmmoACM Z a 468-464

Comm.ACM Z &46手 -47■

`Numes■ ral Der■ vat■ ve____

大 駒 誠

正

ンコーギ とか フア ィル

un til ル do

SEGMENT LIMIT

夏J/+(σ +7)*Q5

JNZ 21

魚 木 五 夫

正

(3)同類項をまとめる。

・・・・・・OperatOr∠ [を
°°・・・`

O peratOr_∠ ,を表面上 一 ―

はOpera tOr=/にかえる。

COmm.ACM 5(1962≧「349-355皇

J.馬M10≦ 196⊇,50卜52(二

PrO cL¨ Fall Joint Comp.Conf.

Au`“)ma‐機.o DeriVLl五。Ve Evaluat■ on

C omm.nCM 7(■ 964),463-46■ .

C Omm:ACM 7(1964),465-‐47■

Numen Cal Derivati■ ve__。 _

頁

C‐■

C}―-4

0-4

G-4

C巧

C-6

C,一・5

C-6

←-5

Cトー5

C卜¬5

下 5

上 6

上 7

下 6

_上 2

上 4

上 6

上 7

上 8

上 10

上 10

C4.‐音声 の合成

中 田 和 男

行 誤

行 誤頁

6 tech ni gue

-5-

technlque
正



頁

C-45

〃

G-52

C-54

頁

0-56

C-60

C-6■

5図左側

ワク外  5

″   6

5

6ヮ

■2

8

5

5

7

3

4

5

17

14

15

16

8

3=

〃

　

　

〃

　

　

〃

14

15

下

m easure:

区 別

づ+ブ <ι

Fisher

″づ。1_ '
″」..   ・

″ι可

∬ (ηl,σ 2

下

下

下

お こなわれ得 る

下 s;tsj''Lc)''

(1 :L

COntr01 Siqnal

GeneニユtO rs

4ra■Og

trans,l ato n

s egm e.u t

診  断

D ata Processin g

発展を して|き た

Con.tro L srgna I

Ge ne rgito rS

An a1 og

trans l atJon

segment ;

高 橋 E}淮 正

誤

Da ta Proess■ ng

発 展 して きた

meawre

区 加

づ十ブ<ブ

yje.

yι
げ

Ⅳ (21。σ2)

加 会

加 会

加 会

お こなわれる

Stと
'α

C-59

ber■ SＦ

一
″

令

令

令

加

加

加

C-62

行 誤

正
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Dl.■ ogendre函 数 の積 の積 分表

正 誤 表

頁

下  2 Sin θ ご

“
J・
・…・・ d″下  ■5

正

sin θ・αθ・ d“。

´ 1         :

J・……こ″……。(8)  ,
…… 1

各業に通じ番号を付ける②～(■ 0)

(2π )~サ

P。 (“ )の ″
a

各式に通 じ番号 を付ける (■)～(16)

俊

次

重

雄上

桂

井

D・-1

D―-2

D卜 2

D-3 _L 4

下  4

3

lzr )2
po(*) o) ,o

E〉
―-3

補   充

§ 考 察

筆者 C)計算:した値 (Single& Double Precislon)を:M.Rotenberg etc.σ :)3

:記号 及び Condon&Shor teleyの係数表とり換算 した値 と比較 して見ると ,Table

3の如 〈なる。Table 3よ りLl費lon 2の Low degreeの 近辺では Single P rei―

Cis■ Onのイ直とDouble Precislon の値は ,ほ ぼ M.RO tOnberg etC.及 び COndon

Sh or teleyの 表 より換算 した値 に等 しい が ,higher degrecに なる に従 つて ,誤差

が大 きくなつて くる。例えば二1=二 2=五 3=6,〃 1=y2=χ 3=0で有効数字 3桁まで しか

等 しくない。又 Dovble PreCisiё nの値 とM.Ro tenb erg・ etcのそれ と全 〈等 しい

ことが明示 される.それは次 のことからも説明出来る。即ち,通常 DOuble Precis10n

(I.Bo M.7090 1.(て )は有効数字が 16桁得 られる筈ですがFortran Iで あるが故に

8桁までしか求められなかつたが Table 3の 積分値の○近傍を観察すると11桁 前後の

値 まで使用可能と認めてよいであろ う。

4個の積の積分値はSingle Precislonて 求めたが ,そ の値と正確値 と比較 した も

のがTable 4で ある.二 ■=二 2=二 3-二 4=4の積分値の○近傍 を観察すると有効数字 5

桁前後まで使用可能と認めてよい であろう。d Cuble P reCi S10nに よる計算は計画中

である。

誤行
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五 ■ 二 2 五3 if l 」f2 〃 3
single

Prec■s■ on
Double

Precision

M.ROtenberg etκ )

及 COndon tt Shor―
tel eyのり磁女よりの

換 算値

1

2

3

3

3

4

5

6

6

6

7

8

8

8

8

5

1

1

2

3

3

4

5

5

5

6

7

8

6

7

8

5

０

１

１

２

２

４

４

３

５

６

６

８

６

５

８

４

0

()

0

0

2

()

0

0

0

0

4

0

5

6

7

1

0

―-1

t)

()

一-2

0

0

--1

0

0

-6

0

--5

-6

--6

--3

0

■

0

0

0

0

t)

1

0

0

2

0

0

0

5

2

0.70710618

0.3■ 622777

0.62105897

0.421637()6

-Q"80盤
"}響

0.3433()750

(132640839

--0。 11444092E● 04

,0.30766296

0.28729248

―-0.■ 90734861]-05

0,7071()678

0。316227768

0。621()5900

0.42163702

-"Q8881i7842E"‐ 15

0,34331058

0。32635697
--0134100051E申 -12

0.30763315

0.28702614

0。23874236E―-11

0。 25146686
--0。37516656E由-11

0.25579538E… …12

0。 90()39975E― -19

……0。78■ 59700E――■3

0。 7()710678

0。31622777

0。 62105900

042■ ()3702

0

034331058

0.32635697

0

0.30763315

(〕.28702614

0

Q25146686

0

0

0

0

Table a M R OtOnb erg.Ct Q及 び COndOn&ShOrteleyの 積分値 との比 較 表

Table 4  4イ固 の積分値 と正確値 との比

§ 応 用
8)9)

この表を利用 して統計力学 に於ける剛体球分子の ビリアル係数の第 5ビ リアル係数 のNQ

tNQ 10 を求めることが出来る .

第 5ビ リアル係数 のNQ 9を求める計算式は

′　
　
′
　
／
ヽ

Ⅳ撞 ん(l ρt―刊0メ |)αρ2 (21)

正 確 値if 3 〃
・
4

Single
Prec■ s■on五 4 χ l if 2五 1 二2 二 3

0.71428571

0.22351742E"-7

(1,81585062

-"0。89406967E-6

0.11444092亜 トー4

o。9o703397

Q171428571

0    ・

0.81585081

0

0

o.9o70341

２

１

３

４

４

４

２

０

３

３

４

４

２

０

３

３

２

４

２

１

３

３

０

４

2

……1

-3

--4

-―■

-4

―-2

0

-3

--1

-―■

―-4

……2

０

３

２

２

４

２

３

３

４

４

４

f=
2gpttl":…

r・貧 針¬L〕

-8-
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ん=1  0≦ ρ≦ 1  但 し 百
′は積の中でみ(lρ 2~ρ51)

=0  ■1≦:ρ     を|,余いたものを撻炒kす る .

1lm
_二41nム Q_。  ~■   π  海  脇  π  屁

=226(2π )2=3V・
ψ “  Iガ  Σ Σ Σ ガ J~~ ~` ″          ｀

Pド=Og=く)'摯=o"oυ =o″==0

(:十F)(号+g)(号+rX:+じ )(号+υ )(1+″ )

(22)

/
ο′し

P

″
′ _/OP7 09

Q
Σ

″

Σ
′と 0

″
９″

／
％

「
 ,

L_“
Fと :

√(P,g′ ,1/′ ;0,0,0)]} (ze1

(25)
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Phys.旦
1呈嗜,2068 (■ 963)

a  J.E.Kilpatrick and S.K atS‐ ―

ura Prepr■ nt.

s Q'40

である .

但 し

とする。

Table 5及 びFig.2に (露 )式が πにより収東 してい 〈様子 を示 す。

■=3近辺 で収東 してぃる 。

Table 5

剛体球分子 のビリアル係数の
第 5係数 No.9の値 (I)

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｐ

o.022631138563

0.032205067863

Q,05225()540074

0,05645246■ 9■ 0

0057■ 88()82307

111057112704290

0。 057098188121

0.0571029■ ■255

(〕.057150308077

0。 05717066998■

0。 05717.57()0813

″
■1■ °・・πν

'== 
d \/z-,n, (s ) r r7rn, (s ) """ + r ,r, *n y (s )t bs v,/zd t ( 24)

J(ι l ι2 ι3… ι
ν;鷺 1,π 2,23・¨滉ν)

1  7

=δK(れ 1+Z2… +Zν 、11(音+へ )2ィ ィ1(″ )イン(″)…り
;ν

(″)ご ″
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†l

r

じ==1,2,… ・̈

じ=102,・・・・・・

ι=31,2,¨・…

t=L2,…・・

Fig.2

ブ=1,2,¨ OⅣ

005

002

π

o■ 2345 6 9

附  記

本数表はTechnoloⅣ RepOrts Of TohOku University 1965に 発表の予定で

ある。                 .′

D2.常 微分方程式の周期解を求める‐方「法l■ ついて

若 杉 忠 男

頁 正

Eトー8 下 6

(3)

式

2.fご .IS打 1姜○(1)
ιジンノ     

′

`=L2,…
… ι

0

ι=1,2,・ …̈ じ
1

`=1,2,¨
・… ι

2

t=L2,… …ち
Ⅳ

2.Σ IS打 |=tO(1)ブ =192,"・ Ⅳ
じ=り

・ ~ノ  ■

Ⅳ    :

上 5

行 誤

Eトー12

の部分が修正箇所です。
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本 PDF ファイルは 1965 年発行の「第 6 回プログラミング―シンポジウム報告集」をス
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